
地
域
住
民
・
民
間
企
業
を
拡
大

国
交
省

検
討
会

流
域
治
水
の
主
体
的
な
展
開
へ

東
管
機
商
設
備
展
へ
出
品
者
会
議

初
の
動
画
配
信
・
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
登
場

国
土
交
通
省
は
４
月
２
８

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
で
第
１
回

「
水
害
リ
ス
ク
を
自
分
事
化

し
、
流
域
治
水
に
取
り
組
む

主
体
を
増
や
す
流
域
治
水
の

自
分
事
化
検
討
会
」
（
委
員

長
・
小
池
俊
雄
土
木
研
究
所

水
災
害
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
長
）
を

開
催
し
た
。
水
害
に
対
す
る

当
事
者
意
識
を
も
っ
て
流
域

治
水
に
主
体
的
に
取
り
組
む

地
域
住
民
や
民
間
企
業
を
拡

大
し
て
い
く
。

気
候
変
動
の
影
響
な
ど
に

よ
る
水
害
の
激
化
・
多
発
化

に
対
し
、
国
は
流
域
す
べ
て

の
関
係
者
が
協
働
す
る
流
域

治
水
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
し
か
し
流
域
治
水
の

認
知
度
は
依
然
と
し
て
低
く

多
く
の
死
傷
者
が
発
生
し
て

い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
の
た
め
国
交
省
は
流
域

治
水
に
関
連
す
る
自
治
体
や

有
識
者
、
民
間
企
業
な
ど
で

同
検
討
会
を
設
置
。
命
を
守

り
、
被
害
を
最
小
化
す
る
持

続
的
・
効
果
的
な
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。

初
会
合
で
は
岡
村
次
郎
水

管
理
・
国
土
保
全
局
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
水
害

対
策
を
盤
石
な
も
の
に
す
る

に
は
す
べ
て
の
国
民
に
流
域

治
水
に
関
心
を
寄
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
。
個
人
・

企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
す
べ

き
か
理
解
し
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
備
え
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
、
活
発
な

意
見
交
換
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
小
池
委
員
長
が
「
気

候
変
動
で
洪
水
被
害
が
増
大

し
て
い
る
。
流
域
治
水
を
国

民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い

く
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

こ
の
あ
と
各
地
域
の
先
進

的
事
例
を
紹
介
し
、
防
災
教

育
・
人
材
育
成
・
地
域
連
携

な
ど
の
論
点
を
整
理
し
た
。

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
向
山
英
雄
理
事
長
）
は
５
月
８
日
、
東
京
・
港
区
の
明
治
記
念
館
で
第
５５
回

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
の
出
品
者
会
議
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
１
５
８
社
３
４
６
小
間
と
過
去
最
多
の
小
間
数

が
確
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
向
山
理
事
長
は
未
来
を
担
う
若
者
の
来
場
促
進
へ
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
強

調
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
史
上
初
の
動
画
配
信
や
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
メ
ン
バ
ー
の
登
場
な
ど

を
通
じ
て
約
１
万
５
０
０
０
名
の
最
大
動
員
を
め
ざ
す
。
（
３
面
に
出
展
一
覧
を
掲
載
）

今
回
の
管
工
機
材
・
設
備

総
合
展
は
「
未
来
へ
つ
な
げ

よ
う

自
然
と
技
術
を
結
ぶ

設
備
展
」
を
テ
ー
マ
に
７
月

２５
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
３
日

間
、
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
中
断
を
乗

り
越
え
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
多
彩
な
企
画

で
業
界
活
性
化
へ
邁
進

す
る
。

当
日
の
出
品
者
会
議

に
は
メ
ー
カ
ー
・
商
社

関
係
者
な
ど
１
８
６
名

が
出
席
。
出
品
者
委
員

長
を
務
め
る
渋
谷
宏
明

副
理
事
長
の
司
会
で
向

山
理
事
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
管
工
機
材
・
設
備

総
合
展
は
昭
和
４２
年
の
第
１

回
か
ら
今
回
で
５５
回
目
を
迎

え
る
。
当
組
合
が
主
催
す
る

第
５３
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
っ
た
が
、
満
を
持
し
て

実
施
す
る
。
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
未
来
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
と
し
て
新
た
な
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
。
多
く
の

若
者
が
設
備
展
を
通
じ
て
業

界
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

多
彩
な
企
画
を
準
備
し
た
。

当
組
合
が
新
た
に
立
ち
上
げ

た
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
組
合
活
動
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
が
、
設
備
展

の
出
展
内
容
や
見
ど
こ
ろ
に

つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
く
。
次
代
を
担
う

人
材
の
確
保
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
動

画
配
信
な
ど
を
通
じ
て
若
者

の
来
場
を
促
進
し
、
業
界
へ

の
入
職
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
積

極
的
な
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
設
備
展
実
行
委
員

長
の
斎
藤
具
宏
副
理
事
長
が

総
括
説
明
を
行
い
「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
の
開
催
は
６
年
ぶ
り
と

な
る
。
お
か
げ
さ
ま
で
多
数

の
出
展
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
総
小
間
数
は
過
去
最
多

と
な
っ
た
。
展
示
内
容
は
バ

ン
ド
、バ
ル
ブ
・
鋼
管
・
継
手
、

化
成
品
・
埋
設
、衛
生
器
具
・

水
栓
・
給
排
水
金
具
、ポ
ン
プ

・
空
調
・
給
湯
、工
具
類
、ソ
フ

ト
関
連
の
７
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

最
新
の
商
品
・
技
術
を
紹
介

す
る
。
若
者
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
の
メ
ン
バ

ー
を
招
き
、
開
会
式
へ
の
出

席
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
会
場

視
察
な
ど
で
盛
り
上
げ
て
い

く
。
さ
ら
に
今
回
は
工
事
・

設
計
関
係
に
加
え
、
首
都
圏

の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な

ど
に
も
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
い

る
」
と
設
備
展
の
成
功
へ
力

強
く
決
意
を
表
明
し
た
。

石
川
県
能
登
地
方
を
震

源
と
す
る
大
地
震
に
よ
り

甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

向山理事長

明治記念館に約１９０名参集

ユーチューブチャンネル開設

斎藤実行委員長

㈱
日
本
設
備
工
業
新
聞
社

広
告
掲
載
社
一
同

初会合で活発に意見交換

岡村局長

小池委員長
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